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温泉療法の適応患者

• 肥満タイプの２型糖尿病

• 増殖性網膜症、重度の腎症・自律神経
障害などの合併症を有しない者

• ケトーシスなど糖代謝状態の極端に悪い
者は改善してから



食事・運動療法の処方
• 摂取カロリー＝身長（ｍ）２×２２×（２５～３０）  

　　　フレイルの状況、年齢を考慮する。

• 室内におけるトレッドミル、サイクルエルゴメー
ターなどによる運動

• 一日１万歩の屋内外での歩行

• 温泉プールにおける水中運動３０分
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温泉療法前後での
血糖値日内変動

入院時

4週後 2週間後

入院時

2週間後 4週後



• 温熱作用によるカロリーの消費

• 温泉プールでの水中運動や恵まれた自然環境
内での運動療法


• ホルモン分泌や自律神経作用の安定化

• 複合療法であるので食事療法や必要に応じて
薬物療法も行う


• ひょっとして温泉成分の経皮吸収？

血糖値低下の原理



対象：８名の２型糖尿病患者（43-68歳）

方法：週６回、１回３０分の全身浴（真湯）を３週間。水温37.8-41.0℃。

結果：入浴により体温は口腔温で0.8℃程度上昇した。
１０日後には１名の患者で低血糖をきたしたためインスリン使用量を減
量。
平均血糖値は182±37mg/dlから159±42 mg/dlへ有意に下降。
平均HbA1c値は11.3±3.1％から10.3±2.6％へと有意の減少。

考察
反復入浴には血糖値低下作用があることがわかる。血糖値低下作用の機序
として、骨格筋の血流はインスリン依存性の骨格筋への糖の取り込みを調
整するように作用しており、温熱作用による骨格筋血流量の増加が糖の取
り込みを促進して血糖値を下げるように作用すると考えている。

Hot-tub therapy for type 2 diabetes mellitus.

Hooper PL: N Engl J Med 1999;341:924-925.
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水温とVO2との関連（２）

酸素１リットル摂取することで５kcal
の消費
　10分入浴とその後20分安静で
　　42℃では酸素摂取量が832.5ml増
加 
　　　約4.2kcal増えた
　　25℃では酸素摂取量が1376ml増加 
　　　約6.9kcal増えた



基礎代謝量を1日1,200kcalとすると
30分当たり25kcalになる

　
4.2kcalの増加は約17%のup

これって意外に大きい？



１回の入浴による消費カロリーは
0.0606kcal/kg/min 


体重60kg、10分間で　36kcal
出たり入ったり、体を洗ったりで、

１回のお風呂で約70kcalの消費
温泉療法では、毎日3-4回程度入浴する
→　210-280kcalの消費



水温38℃の温泉プールでの
30分間の水中運動　昼食後にプール
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各種運動の血糖値へ与える影響

運動内容 森林浴
長距離

森林浴
短距離

水中運動
（38℃）

2.5度傾斜角
トレッドミル

クロスカントリー
スキーレース

時間・距離 60min,
6km

30min,
3km 30min 22.5min,

1.5mile 10km

⊿ 血糖値
(mg/dl) 70 74 48.6 24.5 37.8
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ストレスバロメーター
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月刊糖尿病 2012/9 Vol.4 No.10

糖尿病 56 巻 12 号（2013）

インスリンの効果を高めている可能
性



各物質の経皮吸収

Ca++  Mg++



北大分院の温泉分析書より



• 温熱作用によるカロリーの消費

• 温泉プールでの水中運動や恵まれた自然環境
内での運動療法


• ホルモン分泌や自律神経作用の安定化

• 複合療法であるので食事療法や必要に応じて
薬物療法も行う


• 温泉成分の経皮吸収　ありそう！

温泉療法による
血糖値低下の原理


